
1960年代後半になると、 

抽象主義傾向にあった宮永の

作品は、徐々にはっきりした 

人物の輪郭を捉えるように 

なっていきます。そして、作品

の画風は静から動へと移行 

していきました。 

「白鳥の湖」をモチーフとした

この作品は男女のパ・ドゥ・  

ドゥのシーンを独自の筆使いと

色合いで人物のフォルムや動き 

を力強く描いています。 

 印象的で大胆なデフォルメを利用したタッチは、宮永  

美人画の作画にも繋がっており、的確に人物の最も美しい

形を選び抜いています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

   

 
 

 

 

 

 

 

常設展示室 市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

入場無料 

1 月の休館日： 

1日(日)  2日(月) 4日(水) 10 日(火) 16 日(月) 23 日(月) 30 日(月) 

 

《隣接》 公営日帰り温泉            TEL0463-69-2641 

宮永岳彦記念美術館だより 

観覧料 ・一般 300 円 （弘法の里湯利用者は 100 円割引） 

    ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅より 
徒歩2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間150円、以降30分 
ごとに 100円 

 

平成28年度 大根・鶴巻地区特別支援学級交流会－作品展－ 
2 月 9日（木）～15 日（水） 

 

弘法の里湯 

発行/ 秦野市立 宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100   http://www.city.hadano.kanagawa.jp/s-gakushu/miyanaga.html    

2017.2 月の市民ギャラリー展覧会の予定 
 

２０１7    月 １ 

1 月 27 日(金)～29 日(日) 
10:00～16:00  (最終日 15:00 まで) 

 

 

こども園の３，４，５歳児の作品を展示しました。一人一人
の個性豊かな作品を、ぜひご覧ください。 
 

※1月 3日(火)より 2017年 7月分までの予約を受け付けています。 

日本の心を伝えるお雛さまや童人形を創作いたしました。古布が
人形によって生かされる事を願いつつ。３０数点。 

1 月 17 日(火)～1 月 22 日(日) 
10:00～17:00 （初日 13:00 から 最終日 16:00 まで） 

 

 展示作品より今月の一点  

《白鳥》 
 

展示作品より今月の一点 

 

創作日本人形展（古布に魅せられて） 

小田急絵画コンクール 
作 品 募 集！ 

油彩 1967 年 156.3×122.8cm 

美術館へのアクセス 

水無川写真愛好クラブ合同展(仮) 
2 月 28 日（火）～3月 5日（日） 

 

宮永岳彦 彩 と響  
2016 年 8 月 10 日(水) － 2017 年 3 月 12 日(日) 

 

市所蔵浮世絵展 
江戸のにぎわい～舞いと調べ～ 

 

展  

つるまき子ども園 わくわく作品展 

写童倶楽部 光の語り(写真展) 
   2 月 1 日（水）～5日（日） 

 

小田急子ども絵画コンクール展(仮称) 
2 月 18 日（土）～26 日（日） 

 

 大人から子どもまで、多くの人々の

目に留まる数々のレコードジャケット。

ポップキュートな女性が魅力的です。 
『Invitation to screen and 

              popular music』  

と き  平成29年1月3日（火）～15日（日） 

 ※休館日：1月4日（水）、10日（火） 

     午前10時～午後5時  

※最終日1月15日は午後3時まで 

ところ 宮永岳彦記念美術館 市民ギャラリー  

入場無料 

 
1 月 15 日(日) 
締め切りです！ 

「身近なみんなの小田急線」をテーマに、 

市内を走る電車や駅など、小田急線への自由 

な夢や希望を描いた作品を募集しています。 

市内在住の小・中学生であれば誰でも応募可能です！ 

四つ切画用紙(380×540ｍｍ)に作画し、「住所・氏名・

年齢・電話番号・学校名・学年」を裏面に記入(又は添付)

してください。 

応募作品は、宮永岳彦記念美術館
に持参してください。 今月の 

レコード 

優雅で華やかなハレの日から、日常まで人々に親しまれた

“舞踊と音楽”を描いた浮世絵作品を、約40点をご紹介いた

します。 舞踊と音楽をテーマとして常設展示室で開催中の  

｢宮永岳彦 彩と響｣とともに、ご鑑賞いただければ幸いです。 

 


